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土砂災害警戒区域等の指定は、現在、県へ要望
している。 　　　（三村町長・森本建設部長）

Ａ

町民の安全・安心Q

今後も県に対し、早期の事業完了を要望していく。（森本建設部長）Ａ

雲母川の砂防堰堤はQ 時光良造議員

ＳＯＳネットワークの状況

制度の周知、関係機関との連携に努めたい。
　　　　　　（三村町長、清代民生部長）

Ａ

Q

出来庭地区生活道路の整備

地元の理解を得ながら部分改良を含めて検討したい。
　　　　　　　　　　　　　　　　（森本建設部長）

Ａ

Q

高
齢
者
の
認
知
症
に
よ
る

徘
徊
が
家
族
の
負
担
を
大
き

く
し
、
日
々
の
生
活
に
深
く

影
響
を
及
ぼ
す
事
例
が
増
加

し
て
い
る
。

本
町
で
も
徘
徊
に
よ
る
行

方
不
明
者
を
捜
索
す
る
た
め

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
準

備
し
て
い
る
が
、
そ
の
現
状

と
問
題
点
を
問
う
。

﹁
認
知
症
高
齢
者
徘
徊
Ｓ

Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
﹂
は
、

平
成
23
年
２
月
に
運
用
を
開

始
し
、
現
在
28
人
が
登
録
を

し
て
い
る
。

登
録
情
報
を
用
い
て
早
期

発
見
に
繋
げ
た
事
例
も
あ
る

が
、
事
前
登
録
が
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
情
報
の
集
約
に

時
間
が
か
か
っ
た
と
い
う
事

例
も
あ
る
。

今
後
、
益
々
増
え
る
認
知

症
高
齢
者
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
地
域
全
体
で
支
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
引
き
続

き
、
住
民
へ
の
認
知
症
に
対
す

る
正
し
い
知
識
の
普
及
や
、

徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

制
度
の
周
知
、
関
係
機
関
と

の
連
携
に
努
め
た
い
。

QA

広
島
市
の
土
石
流
被
害
か
ら
、
ぜ

ひ
と
も
本
町
で
も
「
熊
野
町
総
合
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
生
か
し
た
調
査

研
究
を
行
う
よ
う
に
要
望
す
る
。

Q
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
は
、

﹁
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る

土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す

る
法
律
﹂
に
基
づ
き
、
県
が
指
定
す

る
。
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
国
土
交

通
省
は
﹁
土
砂
災
害
防
止
対
策
基
本

指
針
﹂
を
作
成
す
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
指
針
に
基
づ
き
、
県
が

区
域
の
指
定
や
土
砂
災
害
防
止
対
策

な
ど
に
必
要
と
な
る
﹁
基
礎
調
査
﹂

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

﹁
土
砂
災
害
防
止
対
策
基
本
指
針
﹂

に
基
づ
く
基
礎
調
査
の
結
果
は
、
関

係
の
あ
る
市
町
の
長
に
通
知
さ
れ
、

県
は
﹁
土
砂
災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る

区
域
﹂
を
﹁
土
砂
災
害
警
戒
区
域
﹂
と
、

﹁
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
﹂
に
指

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
町
の
指
定
状
況
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
県
へ
要
望
し
て
い
る
が
、
基

礎
調
査
が
未
実
施
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
指
定
は
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で

あ
る
。

A

子
ど
も
た
ち
の
学
習
意
欲
の
向
上

等
に
成
果
を
挙
げ
て
い
る
電
子
黒
板

や
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
整
備
す
る

よ
う
検
討
を
し
て
は
ど
う
か
。

Q
本
町
で
は
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ

コ
ン
を
小
学
校
に
20
台
、
中
学
校
に

40
台
を
配
備
し
、
教
科
等
及
び
特
別

活
動
で
活
用
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
本
町
で
は
、
各
学
級
に

42
型
の
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
を
配
備

し
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
や
放
送
、
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
や
ス
キ
ャ
ナ
ー
、
実
物

投
影
機
等
と
組
み
合
わ
せ
て
活
用
し

て
い
る
。

今
後
の
子
ど
も
達
へ
の
教
育
に

と
っ
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ︵
情
報
通
信
技
術
︶

機
器
の
活
用
は
欠
か
せ
な
い
と
考
え

て
い
る
。
県
内
の
校
内
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

の
整
備
状
況
や
﹁
電
子
黒
板
﹂﹁
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
﹂
の
整
備
状
況
の
推

移
や
通
信
事
業
者
等
の
教
育
用
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
状
況
を
見
な
が

ら
、﹁
確
か
な
学
力
﹂
を
育
成
す
る

た
め
の
学
習
活
動
を
支
援
す
る
た

め
、
最
新
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
に

つ
い
て
の
研
究
を
進
め
て
い
く
。

A
現
在
進
行
中
の
雲
母
川
の
砂
防
堰

堤
計
画
の
予
算
、
工
事
概
要
、
進
捗

状
況
、
ま
た
広
島
土
砂
災
害
に
よ
る

工
程
へ
の
影
響
に
つ
い
て
問
う
。

雲
母
川
の
砂
防
堰
堤
の
概
要
は
、

高
さ
12
・
５
ｍ
、
長
さ
73
ｍ
、コ
ン
ク

リ
ー
ト
ボ
リ
ュ
ー
ム
３
、
３
０
０
㎥

の
部
分
透
過
型
の
砂
防
堰
堤
で
、
事

業
費
は
、
床
固
工
及
び
町
道
の
付
替

え
な
ど
を
含
め
、
約
４
億
円
と
聞
い

て
い
る
。

現
在
ま
で
の
進
捗
状
況
は
、
23
年

度
に
現
地
測
量
・
地
質
調
査
・
詳
細

設
計
を
行
い
、
24
年
度
は
、
地
元
説

明
会
を
開
催
し
用
地
調
査
を
行
い
、

一
部
用
地
買
収
に
入
っ
て
お
り
、
本

年
度
末
で
の
用
地
取
得
率
は
78
・

９
％
と
な
る
見
込
み
と
聞
い
て
い

る
。ま

た
、
今
回
の
広
島
市
で
の
土
石

流
災
害
に
つ
い
て
、
県
は
国
及
び
広

島
市
と
一
体
と
な
り
、
早
期
の
復
旧

に
取
り
組
む
と
し
て
お
り
、
今
後
、

優
先
的
に
災
害
復
旧
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
本
事
業
に
関
し

て
は
、
本
年
度
は
当
初
予
定
ど
お
り

実
施
す
る
と
聞
い
て
お
り
、
影
響
は

な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

QA

出
来
庭
地
区
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
か
ら
川
角
交

差
点
ま
で
の
一
体
的
な
道

路
整
備
を
望
む
。

町
道
出
来
中
溝
線
の
歩

道
に
は
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

が
設
置
し
て
あ
る
も
の

の
、
狭
小
で
平
坦
性
に
も

欠
け
て
い
る
等
、
小
・
中

学
生
の
通
学
路
と
し
て

は
、
危
険
な
個
所
も
あ
る
。

そ
の
た
め
、
寺
堤
池
西

側
か
ら
熊
野
北
農
道
入
口

ま
で
の
区
間
に
お
い
て

は
、
今
年
度
中
に
寺
堤
池

西
側
の
国
有
地
を
歩
道
及

び
溜
ま
り
場
と
し
て
整
備

す
る
と
と
も
に
、
町
道
大

畝
線
を
町
道
出
来
中
溝
線

に
代
わ
る
安
全
な
通
学
路

と
し
て
整
備
計
画
し
て
い

る
。し

か
し
、
こ
の
区
間
全

体
の
歩
道
整
備
に
つ
い
て

は
、
膨
大
な
事
業
費
が
伴

う
の
で
、
地
元
の
理
解
を

得
な
が
ら
部
分
改
良
を
含

め
て
検
討
し
た
い
。

QA

学習活動を支援するため、最新のＩＣＴ機器の活用
についての研究を進めていく。 　（藤森教育部長）

Ａ

町内小・中学校へのＩＣＴ整備Q

大瀬戸宏樹議員

大瀬戸宏樹議員

藤本哲智議員

沖田ゆかり議員

民 生 部 門

教 育 部 門

熊野町総合ハザードマップ▶

パソコンを使った授業▶


